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三重県感染症発生動向調査事業における 2024/25 シーズンの季節性インフル

エンザウイルスの分離・検出状況では，A/H1N1pdm09 インフルエンザウイルス

（A/H1N1pdm09）が検出例の大半を占め，2024 年第 48 週から 2025 年第 8 週に

かけて集中的に検出された．一方，A/H3N2 インフルエンザウイルス（A/H3N2）

および B 型インフルエンザウイルス（B 型ビクトリア系統）は少数例にとどま

り，散発的に確認された．Hemagglutinin（HA）遺伝子の系統解析では，

A/H1N1pdm09 は調査期間の前半に Subclade C.1.9 および C.1.9.3 が，後半には

Subclade D.3.1 が検出された．A/H3N2 では Subclade J.2 および J.2.2 系統が検出

され，B 型ビクトリア系統では C.5 系統に属する複数の派生株（C.5.1，C.5.6，

C.5.7）が確認された． 

 

 

キーワード：季節性インフルエンザウイルス，2024/25 シーズン，遺伝子系統樹解析， 

三重県感染症発生動向調査事業，急性呼吸器感染症サーベイランス
 

はじめに 

季節性インフルエンザは，新型コロナウイル

ス感染症に対する防疫措置等の影響により一時

的に流行が抑制されたが，2022/23シーズン以降，

再び国内各地で流行が確認されている 1-3）． 

2023/24シーズンには，インフルエンザウイル

ス（A/H1N1pdm09）およびインフルエンザウイ

ルス（A/H3N2）に加えて，B型インフルエンザ

ウイルスのビクトリア系統（B 型ビクトリア系

統）が 4シーズンぶりに流行し，3亜型による流

行が認められた 4）．2020年以前の新型コロナウ

イルス流行前と同様の流行様式へと回帰した．

本県における季節性インフルエンザウイルスの

病原体調査は，従来，感染症発生動向調査事業

に基づくインフルエンザサーベイランスとして

実施してきたが，2025 年 4月以降は，新たに導

入された急性呼吸器感染症（Acute Respiratory 

Infection：ARI）病原体サーベイランス体制へ移

行した．このような調査体制の変化の中におい

ても，季節性インフルエンザウイルスの遺伝学

的特徴および流行動向を継続的に把握すること

は，積極的疫学調査として重要である．そこで

我々は，2024/25シーズンに分離・検出された季

節性インフルエンザウイルスを対象に，ヘマグ

ルチニン（Hemagglutinin：HA）遺伝子の系統解

析を行い，Subclade 分類を含めた分子疫学的動

向把握を行ったので報告する． 

 

対象と方法 

１．季節性インフルエンザウイルスの分離・

検出および亜型同定 

三重県感染症発生動向調査事業において，

2024 年第 36 週から 2025 年第 35 週（2024/25

シーズン）に県内の医療機関を受診し，インフ

ルエンザまたは急性呼吸器感染症と診断され

た患者から採取した呼吸器由来の臨床検体を

対象に，季節性インフルエンザウイルスの分

離・検出を行った．検出された一部のインフル

エンザウイルスについて，HA 遺伝子系統分類

を実施した． 
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なお，調査対象者の臨床情報および臨床検体

の使用に関しては三重県感染症発生動向調査

事業における病原体検査指針に基づき，調査対

象者または保護者による承諾書への署名を得

た．検査依頼医療機関記入の調査票（患者情報）

の使用にあたっては，倫理的配慮として，個人

情報保護に留意し実施した． 

 

1.1 季節性インフルエンザウイルスの分離 

季節性インフルエンザウイルス分離には

MDCK（Madin-Darby canine kidney）細胞を用

いた．ウイルス分離のために同細胞を 24 ウエ

ルの培養用プレートを用いて CO2 インキュベ

ーター内で 34 ℃，3～4 日間単層培養した後，

臨床検体 0.1 mL を接種し，60 分間吸着後にト

リプシン添加分離用培地を 1 mL 加えた．その

後，6～7 日間のウイルス分離培養を行い，倒

立顕微鏡下において細胞変性効果の有無を観

察した 5）．また，必要に応じてウイルス分離

培養を継代し，2～3 代培養を行った． 

 

1.2 季節性インフルエンザウイルスの検出およ

び亜型同定 

季節性インフルエンザウイルス分離株につ

いては赤血球凝集抑制（ Hemagglutination 

inhibition：HI）試験による亜型同定試験 5）を実

施した．また，遺伝子検査による亜型同定のた

め季節性インフルエンザウイルス分離株およ

び臨床検体から QIAamp Viral RNA Mini  Kit

（QIAGEN）を用いて RNA を抽出した．抽出

RNAは使用時まで-80℃に保存し，Conventional 

RT-PCR 法および Real-Time RT-PCR 法による

季節性インフルエンザウイルスの HA 遺伝子

の検出 5）を行い，A/H1N1pdm09，A/H3N2 お

よび B 型ビクトリア系統，B 型山形系統の亜型

同定を行った．  

 

２．季節性インフルエンザウイルスの HA 遺伝

子系統解析 

本シーズンに本県で分離または検出された

一部の A/H1N1pdm09（8 件）と A/H3N2（2 件）

および B 型ビクトリア系統（4 件）について，

次 世 代 シ ー ケ ン サ ー （ Next Generation 

Sequencer:NGS）等を用いた HA 遺伝子の塩基

配列を決定し遺伝子系統樹解析を実施した 5）． 

HA 遺伝子系統樹解析には，塩基配列解析ソフ

トウェアMolecular Evolutionary Genetics Analysis

（MEGA）version 11を用いた．HA 遺伝子の系

統樹作成には，近隣結合法（Neighbor-Joining：

NJ 法）により行い，Bootstrap testは 1,000回実

施した．国内外で流行しているウイルスと比較

するため，Global Initiative on Sharing All 

Influenza Data（GISAID）EpiFlu database に登録

された国内外の季節性インフルエンザウイル

ス株の HA 遺伝子配列データを入手し，HA 遺

伝子系統樹解析を行った 5）． 

 

結 果 

１．季節性インフルエンザウイルスの週別分

離・検出状況 

調査期間中に分離・検出された季節性インフ

ルエンザウイルスの検体採取週別の分離・検出

状況を表 1 に示した．呼吸器由来の臨床検体を

用いて季節性インフルエンザウイルスの分

離・検出を実施したところ，41 人から季節性

インフルエンザウイルスが確認された．ウイル

ス が 分 離 ・ 検 出 さ れ た 亜 型 内 訳 は ，

A/H1N1pdm09 は 31 件（75.6%），A/H3N2 は 3

件（7.3%）および B 型ビクトリア系統 7 件

（17.1%）であった．検体採取週別の分離・検

出数は，A/H1N1pdm09 が 2024 年第 38 週～第

40 週に 3 件確認され，以降第 41 週に 1 件，第

45～46 週に 3 件，第 48～52 週に 10 件，2025

年第 1 週～第 8 週に 9 件，同年第 10 週，第 25

週，第 34～35 週に 5 件確認された．A/H3N2

は 2025 年第 3 週，第 10 週，第 30 週にそれぞ

れ 1 件ずつ確認された．B 型ビクトリア系統は

2025 年第 2 週，第 8 週，第 16 週，第 19～22

週にそれぞれ 1 件ずつ確認された．なお，本シ

ーズンは前シーズンと同様に B 型山形系統は

検出されなかった． 

 

２．HA遺伝子系統樹解析による Subclade 分類 

 

2.1 A/H1N1pdm09 インフルエンザウイルス  

2024/25 シ ー ズ ン に お け る 国 内 外 の

A/H1N1pdm09流行株は，Subclade C.1（K54Q，

A186T，Q189E，K308R）に属し，さらに C.1.1

（P137S，K142R）および C.1.9（T120A，K169Q）

などの派生系統が確認されている．C.1.1 から

は D，D.1，D.2，D.3，D.3.1 が派生し，Subclade 

C.1.9 は C.1.9.1～C.1.9.4 の派生がみられてい

る 6）． 

本調査において HA 遺伝子系統樹解析を実

施した A/H1N1pdm09 の 8 件の内訳は，

Subclade C.1.9が 3件，Subclade C.1.9.3が 3件，

および Subclade D.3.1が 2件であった（図 1）． 

 

2.2 A/H3N2 インフルエンザウイルス 
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最近の A/H3N2 流行株は，HA 遺伝子系統樹

上の Subclade G.1.3（D53N，N96S，I192F）に

属している．Subclade G.1.3 内には，さらに派

生した Subclade J（I140K）が存在し，J.1，J.2

などの系統が確認されている．加えて，

Subclade J.1.1，J.2.1，J.2.2，J.2.3，J.2.4，J.2.5

など複数の下位系統が流行に関与している 6）． 

本調査で解析したA/H3N2の 2件は，2024/25

シーズンのワクチン株A/California/122/2022と

同じ Subclade Jに属し，その内訳は Subclade J.2

が 1 件，Subclade J.2.2 が 1 件であった（図 2）． 

 

表1　季節性インフルエンザウイルスの検体採取週別検出数

週
A/H1N1
pdm09

A/H3N2
B型

（ﾋﾞｸﾄﾘｱ系統）
B型

（山形系統）
計

2024年 9月2日 ～ 9月15日 36～37 0

9月16日 ～ 9月22日 38 1 1

9月23日 ～ 9月29日 39 1 1

9月30日 ～ 10月6日 40 1 1

10月7日 ～ 10月13日 41 1 1

10月14日 ～ 11月3日 42～44 0

11月4日 ～ 11月10日 45 2 2

11月11日 ～ 11月17日 46 1 1

11月18日 ～ 11月24日 47 0

11月25日 ～ 12月1日 48 2 2

12月2日 ～ 12月8日 49 3 3

12月9日 ～ 12月15日 50 2 2

12月16日 ～ 12月22日 51 2 2

12月23日 ～ 12月29日 52 1 1

2025年 12月30日 ～ 1月5日 1 1 1

1月6日 ～ 1月12日 2 1 1

1月13日 ～ 1月19日 3 1 1 2

1月20日 ～ 1月26日 4 1 1

1月27日 ～ 2月2日 5 3 3

2月3日 ～ 2月9日 6 1 1

2月10日 ～ 2月16日 7 1 1

2月17日 ～ 2月23日 8 1 1 2

2月24日 ～ 3月2日 9 0

3月3日 ～ 3月9日 10 1 1 2

3月10日 ～ 4月13日 11～15 0

4月14日 ～ 4月20日 16 1 1

4月21日 ～ 5月4日 17～18 0

5月5日 ～ 5月11日 19 1 1

5月12日 ～ 5月18日 20 1 1

5月19日 ～ 5月25日 21 1 1

5月26日 ～ 6月1日 22 1 1

6月2日 ～ 6月15日 23～24 0

6月16日 ～ 6月22日 25 2 2

6月23日 ～ 7月20日 26～29 0

7月21日 ～ 7月27日 30 1 1

7月28日 ～ 8月17日 31～33 0

8月18日 ～ 8月24日 34 1 1

8月25日 ～ 8月31日 35 1 1

計 31 3 7 41

検体採取時期
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2.3 B 型インフルエンザウイルス 

（ビクトリア系統） 

近年の B 型インフルエンザウイルス（ビク

トリア系統）は，HAに 3アミノ酸欠損（162–164

欠損）を有する Subclade A.3（K136E）内の Clade 

C（A127T，P144L，K203R）に属している．

Clade C 内には C.3 および C.5 などの派生系統

が存在し，さらに C.3 内には C.3.1 が，C.5 内

には C.5.1，C.5.6，C.5.6.1，C.5.7 などが派生し

ている 6）． 

本調査で解析した B 型ビクトリア系統 4 件

は，2024/25 シーズンのワクチン株 B/Austria 

/1359417/2021（ビクトリア系統：Clade C）

と同じ Cladeに属し，その内訳は Subclade C.5.1

が 1 件，C.5.6 が 1 件，C.5.7 が 2 件であった（図

3）． 

３．検体採取月別の Subclade 分類 

季節性インフルエンザウイルス各亜型にお

pdm8件

◇インフルエンザワクチン株

●三重県検出例
（2024/25シーズン）

図１ AH1N1pdm09インフルエンザウイルス
HA遺伝子系統樹解析（ 2024/25シーズン）

 2024-87-MIE

 A/Norway/01613/2024

 A/FUKUI/34/2023

 A/YOKOHAMA/208/2023

 2024-109-MIE

 A/Netherlands/10621/2023

 2024-667-MIE

 A/Wisconsin/21/2024

 A/OKINAWA/291/2023

 A/Victoria /4897/2022(H1N1)pdm09(2023/2024 and 2024/2025 Season vaccine strain)

 A/EHIME/83/2023

 2025-334-MIE

 2025-558-MIE

 A/Neimenggu-Yijinhuoluoqi/SWL240/2023

 A/England/235060332/2023

 2024-541-MIE

 2024-844-MIE

 2024-754-MIE

 A/Netherlands/10597/2024

 2024-818-MIE

 2025-2-MIE

 2024-870-MIE

 2025-12-MIE

 A/Sydney/44/2023

 A/Sydney/5/2021

 A/AICHI/272/2023

 A/Seoul/1534/2023

 A/Victoria /1/2020(H1N1)pdm09(2021/2022 and 2022/2023 Season vaccine strain)

 A/Victoria/2570/2019 NYMC-X-79

 A/Singapore/GP1908/2015

 A/OKINAWA/93/2019

 A/Guangdong-Maonan/SWL1536 /2019(H1N1)pdm09(2020/2021 Season vaccine strain)

D.3.1

C.1.9.3

採用

C.1.9

AH3 2
件

●三重県検出例
（ 2024/25シーズン）

◇インフルエンザワクチン株

図２ A/H3N2インフルエンザウイルス
HA遺伝子系統樹解析（ 2024/25シーズン）

 2023-5889-MIE

 2023-5968-MIE

 2023-5859-MIE

 A/KOCHI/47/2023

 2023-5783-MIE

 A/HIROSHIMA/218/2023

 2023-5897-MIE

 2023-6012-MIE

 2023-5614-MIE

 2023-5868-MIE

 A/NIIGATA-C/23121/2023

 2023-5735-MIE

 A/AKITA/2/2024

 2023-5866-MIE

 A/HYOGO/1135/2024

 2023-5555-MIE

 2023-5997-MIE

 2023-5974-MIE

 A/Ohio/24/2023

 2023-5743-MIE

 A/KANAGAWA/AC2349/2024

 2023-5998-MIE

 2023-5999-MIE

 2024-218-MIE

 2024-122-MIE

 2024-125-MIE

 2023-5854-MIE

 2024-259-MIE

 A/Netherlands/00079/2024

 2023-6007-MIE

 2023-6025-MIE

 2023-6027-MIE

 2023-5892-MIE

 A/KANAGAWA/IC2366/2024

 2023-5779-MIE

 A/AICHI/353/2023

 A/Hong Kong/3059/2023

 2023-5890-MIE

 A/OKINAWA/306/2024

 2025-452-MIE

 2025-14-MIE

 2024-641-MIE

 2024-379-MIE

 A/Darwin/36/2024

 A/Norway/01175/2024

 A/California/122/2022(2024/2025 Season vaccine strain)

 A/CHIBA-C/13/2023

 A/Schleswig-Holstein/4/2023

 A/Darwin/9/2021(2022/2023 Season vaccine strain)

 A/Hong Kong/45/2019

 A/Hunan-Hecheng/1435/2022

 A/Cambodia/E0826360/2020

 A/Tasmania/503/2020(2021/2022 Season vaccine strain)

J.2.2

J.1

採用

J.2

◇A/Darwin/9/2021(2022/2023～2023/24_Season_vaccine_strain)

◇A/Darwin/9/2021(2022/2023
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ける検体採取月別の Subclade 分類を表 2 に示

す． 

A/H1N1pdm09 では，2024 年 9 月に Subclade 

C.1.9 が 1 件，2024 年 11 月に同 Subclade が 2

件検出された．2024 年 12 月には Subclade 

C.1.9.3 が 1 件，2025 年 1 月には同 Subclade が

2 件検出された．また，2025 年 6 月および 8

月には Subclade D.3.1 が各 1 件検出された． 

A/H3N2 では，2025 年 1 月に Subclade J.2 が

1 件，2025 年 7 月に Subclade J.2.2 が 1 件検出

された． 

B 型ビクトリア系統では，2025 年 1 月に

Subclade C.5.1 が 1 件，2025 年 2 月に Subclade 

C.5.6が 1件および 2025年 8月に Subclade C.5.7

が 2 件検出された． 

 

考 察 

本県における 2024/25 シーズンの季節性イ

ンフルエンザウイルスの分離・検出状況では，

A/H1N1pdm09 が検出例の大半を占め，流行期

を通じて継続的に確認された．一方，A/H3N2

および B 型ビクトリア系統は少数例にとどま

り，いずれも散発的な検出であった． 

全国の病原体サーベイランスでは，2024/25

シーズンに A/H1N1pdm09 が大きく流行し，

2025 年に入ってから A/H3N2 および B 型ビク

トリア系統の報告数が増加する傾向が示され

ている 6）．本県においても，年明け以降に

A/H3N2およびB型ビクトリア系統が確認され

ており，検出数は少ないものの，全国的な流行

動向と時期的に一致した推移を示した． 

また，本シーズンにおいても B 型山形系統

は検出されず，全国的に同系統の報告がなかっ

た状況と一致していた 6）．これらの結果から，

本県で確認された季節性インフルエンザウイ

ルスの亜型構成および検出時期は，全国の病原

体サーベイランスの傾向を反映したものであ

ったと考えられる． 

さらに，本シーズン後半には，病原体調査体

制が従来のインフルエンザサーベイランスか

Bビクトリア4件

図３ B型インフルエンザウイルス（ビクトリア系統）
HA遺伝子系統樹解析（2024/25シーズン）

●三重県検出例
（ 2024/25シーズン）

◇インフルエンザワクチン株
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 2023-6016MIE(vic)

 B/Hong Kong/VB24045212/2024

 B/HIROSHIMA/11/2023

 B/France/GES-RELAB-IPP03588/2024

 2025-11-MIE(vic)

 B/Missouri/14856/2024

 2024-437-MIE(vic)

 B/NAGANO/2022/2024

 2024-386-MIE(vic)

 2024-274-MIE(vic)
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 2024-423-MIE(vic)
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 2024-261-MIE(vic)

 2023-5979MIE(vic)

 2024-219-MIE(vic)

 2024-20-MIE(vic)

 2024-276-MIE(vic)

 B/Chiang Rai/P1367/2024

 B/FUKUOKA-C/1/2024

 2025-54-MIE(vic)

 2024-454-MIE(vic)

 B/YOKOHAMA/3/2023

 B/Massachusetts/01/2021

 B/EHIME/114/2023

 B/Austria/1359417/2021 (2022/23 - 2024/25 Season vaccine strain)

 B/Henan-Xigong/1118/2021

 B/Sichuan-Jingyang/12048/2019

 B/Brisbane/60/2008

 B/FUKUI/2/2019

 B/SAPPORO/18/2020

 B/Netherlands/10900/2022

 B/Washington/02/2019

 B/Victoria/705/2018(2020/212021/22 Season vaccine strain)

2025-212-MIE(vic) C.5.7

2025-242-MIE(vic)C.5.7 

2025-11-MIE(vic) C.5.1 

2025-54-MIE(vic)  C.5.6 

B/Missouri/14856/2024(V1A.3a.2)C.5.1 
B/HIROSHIMA/11/2023(V1A.3a.2)C.5.1 

B/Tokyo/23150/2023(V1A.3a.2) C.5.7 

2023-6016MIE(vic)C.5 

B/AOMORI/17/2024(V1A.3a.2) C.5.1 

C.5.7

C.5.1

C.5.6

採用

◇B/Victoria/705/2018(2020/21～2021/22 Season vaccine strain)

◇B/Austria/1359417/2021 (2022/23 ～ 2024/25 Season vaccine strain)

表2　検体採取月別のSubclade分類

C1.9 C1.9.3 D.3.1 J.2 J.2.2 C.5.1 C.5.6 C.5.7

2024年9月 1 1

10月 0

11月 2 2

12月 1 1

2025年1月 2 1 1 4

2月 1 1

3月 0

4月 0

5月 2 2

6月 1 1

7月 1 1

8月 1 1

計 3 3 2 1 1 1 1 2 14

採取月 計A/H1N1pdm09 A/H3N2 B型（ビクトリア系統）

Subclade 
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ら ARI 病原体サーベイランスへ移行したが，

調査体制の変化後も複数亜型の検出が継続し

て認められた．このことから，ARI サーベイラ

ンス体制下においても，季節性インフルエンザ

ウイルスの検出ならびに分子疫学的動向の把

握が可能であることが示された． 

本調査で得られた検出状況は，解析対象を限

定した検体に基づくものであり，検出数の多少

をもって流行規模を評価するものではない．し

かしながら，本県における季節性インフルエン

ザウイルスの亜型構成および検出時期の推移

を把握するうえで，有用な知見を提供するもの

と考えられる．今後も，全国の流行動向と対比

しつつ，ARI サーベイランス体制下における継

続的な病原体監視が重要である． 

本シーズンにおける全国の解析結果 6）では，

A/H1N1pdm09 は Subclade C.1.9.3 および C.1.9

が主に検出され，シーズン後半には Subclade 

D.3.1 が主流となっていた．本県においても，

調査期間前半に Subclade C.1.9 および C.1.9.3

が検出され，後半には Subclade D.3.1 が確認さ

れており，全国の Subclade 動向と概ね一致し

た推移を示した． 

A/H3N2 については，全国では Subclade J.2.2

および J.2が主に検出されていると報告されて

おり 6），本県においても同 Subclade が確認さ

れた．また，B 型ビクトリア系統では，全国で

Subclade C.5.7 を中心に，C.5.6，C.5.1，C.5.6.1

など複数の派生株が検出されており 6），本県に

おいても C.5.1，C.5.6，C.5.7 が検出された．こ

れらの結果から，本県で検出された季節性イン

フルエンザウイルスの亜型別および Subclade

別の構成は，全国の解析結果と概ね一致してお

り，本シーズンの国内における流行状況を反映

したものであった． 

直近の A/H3N2 の解析では，HA 遺伝子系統

樹上の Subclade K（J.2.4.1）が国内外で確認さ

れており，英国における 2025 年秋の流行株の

大多数も同 Subclade K に属することが報告さ

れている 7）．また，日本国内においても，同時

期に解析されたA/H3N2株の多くがSubclade K

に分類され，流行の主要株となっていたことが

報告されている 8）．本県においても，2025 年

10 月以降に採取された A/H3N2 株の解析結果

から，Subclade K が優勢であったことが確認さ

れ，国内外の流行動向と概ね一致していた． 

以上より，本県で実施した季節性インフルエ

ンザウイルスの分離・遺伝子系統解析により，

2024/25 シーズンにおける流行株の推移が全国

動向と整合的であることが示された．さらに，

シーズン終了後に採取された検体から次シー

ズン初期の流行動向を捉え得たことから，本調

査は時系列的な流行把握にも有用であると考

える． 
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